
長
野・待
機
集
会

　

４
月
22
日
、
長
厚
労
で
は
今

春
闘
３
回
目
の
交
渉
に
合
わ
せ
、

待
機
集
会
と
白
衣
で
の
署
名
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
11
支
部
70

名
の
組
合
員
で
の
、
長
野
駅
前

で
の
行
動
は
、
30
分
と
い
う
短

い
時
間
で
し
た
が
93
筆
も
の
署

名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
署
名
行
動
は
初
め
て
と
い

う
若
い
組
合
員
も
多
数
お
り
、

は
じ
め
は
戸
惑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
、

「
署
名
を
し
て
貰
え
る
と

嬉
し
い
」、「
娘
さ
ん
が
看

護
師
だ
と
い
う
方
に
、『
頑

張
っ
て
』
と
励
ま
さ
れ
て

嬉
し
か
っ
た
」
な
ど
、
手

応
え
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

残
念
な
が
ら
今
交
渉
で
前

進
回
答
は
引
き
出
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
組
合
員
が

一
致
団
結
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
私
た
ち
の
要
求
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

広
島・署
名
宣
伝

　

４
月
13
日
、
広
厚
労
は
春
闘

の
一
環
と
し
て
、
尾
道
駅
前
に

て
「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署

名
」
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
日
は
お
天
気
も
よ
く
、
地
元

の
催
し
物
「
さ
く
ら
茶
会
」
も

あ
り
、
駅
前
は
多
く
の
人
で
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
組
合
員

約
30
名
で
、
白
衣
を
着
て
臨
ん

だ
署
名
行
動
で
は
、「
安
心
、

安
全
な
医
療
の
た
め
に
看
護
師

の
増
員
を
」
と
訴
え
、
30
分
間

で
４
０
８
筆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

署
名
を
し
て
く
れ
た
地
元
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、「
看
護
師
さ

ん
が
大
変
な
の
は
知
っ
て
い
る

よ
」、「
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
ん
ね
、
署
名
す
る
よ
」、

「
農
協
病
院
は
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
か
ら
ね
」、「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
た

あ
た
た
か
い
声
援
を
頂
き
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
す
が
地
域
の

方
々
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
第
90
回
メ
ー
デ

ー
が
全
国
２
９
４
カ
所
で
開
催

さ
れ
、
15
万
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

雨
予
報
も
吹
き
飛
ば
し
た
東

京
・
中
央
メ
ー
デ
ー
で
は
、
２

万
８
千
人
が
参
加
（
主
催
者
発

表
）。

　
「
定
時
で
帰
る
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
カ
エ
ル
の
帽
子
や
、「
残

業
な
し
で
暮
ら
せ
る
賃
金
に
」

と
い
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
、

参
加
者
は
東
京
都
内
を
デ
モ
行

進
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

城
県
厚
生
連
な
め
が
た
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
縮
小
を
心

配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
地
域
で
の
医
療
・
福

祉
労
働
者
の
か
た
に
も
署
名
を

頂
き
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
の
看
護
の
日

に
あ
わ
せ
、
各
地
で
「
安

心
安
全
の
医
療
・
介
護
」

を
め
ざ
し
た
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
厚
労
各
県
で
も
、
腰
痛

防
止
の
学
習
講
演
（
秋

田
）
や
、
地
元
商
店
街
を

白
衣
で
パ
レ
ー
ド
（
静

岡
）
な
ど
県
医
労
連
主
催

で
行
な
わ
れ
た
行
動
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

福
厚
労
で
は
５
月
11
日
に
、

郡
山
駅
前
で
の
「
医
療
・
介
護

労
働
者
の
全
国
一
律
産
別
最
低

賃
金
」
を
求
め
る
署
名
行
動
に
、

28
名
で
参
加
（
全
体
46
名
）。

介
護
職
の
平
均
賃
金
が
全
産
業

と
比
べ
て
８
万
円
以
上
も
低
い

こ
と
や
、
看
護
師
増
員
が
急
務

な
現
場
の
実
態
を
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
訴
え
ま
し
た
。
茨
厚
労
で

は
５
月
12
日
に
、
水
戸
駅
前
で

「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
」

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
例

年
よ
り
も
自
ら
「
署
名
し
ま

す
」
と
足
を
止
め
て
く
れ
る
か

た
が
年
齢
問
わ
ず
見
ら
れ
、
茨

広
島
・
署
名
に
取
り
組
ん
だ
仲
間
で

長野・若者も積極的に署名

秋田中央メーデーに参加する秋厚労

茨城・学生も署名してくれました

福
島
・
白
衣
を
着
て
ア
ピ
ー
ル

東京中央メーデー　医療・福祉現場の要求を掲げる

　５月６日、被爆地・広島、長崎を目指して2019年原水爆禁止国
民平和大行進がスタートしました。東京－広島コースでは、東京都
江東区にある夢の島公園で出発集会を開催。同公園内にある、ビキ
ニ環礁で被爆したマグロ船「第五福竜丸」展示館（先日リニューア
ルオープン）の前に700人が集いました。また行進には20人の被爆
者も参加。通し行進者とともに笑顔で手を振ってアピールしました。
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３
０
名
で
開
催
さ
れ
、
10
年
以
上

の
運
動
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
（
08
）
年
12
月
に
は
、

労
組
と
し
て
医
師
確
保
の
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
石
西
厚
生
連

（
島
根
県
津
和
野
町
、
厚
生
連
発

祥
の
地
と
さ
れ
る
）
で
「
退
職
金

債
務
」
を
理
由
に
し
た
「
破
産
宣

告
」
が
突
如
な
さ
れ
、
翌
年
３
月

末
で
民
間
に
経
営
譲
渡
さ
れ
る
な

ど
、「
厚
生
連
が
な
く
な
る
」
事

態
が
立
て
続
け
に
始
ま
る
時
代
に

向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

地
域
の
医
師
不
足
の

問
題
深
刻
に
。

　

全
体
的
な
医
師
不
足
は
も
ち
ろ

ん
、
特
に
地
方
へ
き
地
で
の
医
師

不
足
は
深
刻
な
状
況
で
し
た
。
平

成
18（
06
）年
２
月
に
は
、
秋
田
の

鹿
角
組
合
病
院
か
ら
精
神
科
の
常

勤
医
師
が
撤
退
す
る
こ
と
が
告
げ

ら
れ
、
支
部
で
は
急
遽
、
運
動
を

立
ち
上
げ
、
３
月
に
は
地
域
住
民

と
と
も
に
「
鹿
角
の
医
療
と
福
祉

を
考
え
る
市
民
町
民
集
会
」
が
２

医
療
費・社
会
保
障
費

抑
制
の
路
線
強
ま
る

　

平
成
３
（
91
）
年
に
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
し
て
以
降
、
経
済
界
か

ら
は
そ
の
中
で
も
利
益
を
上
げ
て

い
こ
う
と
、
経
済
悪
化
の
し
わ
寄

せ
を
労
働
者
、
生
活
者
に
押
し
付

け
よ
う
と
、「
医
療
費
・
社
会
保

障
費
抑
制
政
策
」
が
強
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
介
護
保
険
が
平

成
12
（
00
）
年
か
ら
始
ま
る
な
ど
、

高
齢
者
介
護
の
状
況
も
大
き
く
変

化
し
、
今
で
は
「
加
入
す
れ
ど
、

使
え
な
い
」
と
「
国
家
的
詐
欺
」

と
ま
で
評
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存

じ
の
通
り
で
す
。

　

職
場
の
「
合
理
化
」
の
動
き
に

対
し
て
、
全
厚
労
は
、
平
成
９
年

（
97
）
か
ら
反
「
合
理
化
」
対
策

会
議
を
開
催
し
て
、「
リ
ス
ト
ラ
・

合
理
化
」
反
対
の
闘
い
を
提
起
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
政
府

や
国
会
へ
の
働
き
か
け
も
旺
盛
に

行
い
、「
病
院
薬
剤
師
配
置
基
準
」

「
宿
日
直
許
可
基
準
」
な
ど
個
別

要
求
で
の
厚
労
省
交
渉
や
請
願
署

名
に
よ
る
議
員
要
請
行
動
を
医
労

連
と
も
協
同
し
て
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

医
療
事
故
相
次
ぐ
な
か
、

独
自
の
政
策
提
言
行
う

　

平
成
６
（
94
）
年
、
当
時
の
厚

生
省
は
、
国
立
病
院
で
の
実
働
16

時
間
・
拘
束
17
時
間
半
の
「
長
時

間
２
交
替
制
」
試
行
を
認
め
、
診

療
報
酬
上
の
通
知
も
出
し
ま
す
。

全
医
労
・
医
労
連
を
中
心
に
大
反

対
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
厚

労
で
も
夜
勤
協
定
闘
争
の
典
型
と

な
っ
た
広
島
・
尾
道
総
合
病
院
で
、

赤
字
を
理
由
に
「
長
時
間
２
交
替
」

と
「
人
員
削
減
」
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
厚
労
・
医
労
連
や
地

域
へ
の
署
名
を
３
万
７
千
筆
以
上

集
め
、「
あ
ぶ
ら
と
り
紙
」
の
財

政
活
動
、
マ
ス
コ
ミ
活
用
、
デ
モ
、

対
県
交
渉
、
職
場
オ
ル
グ
な
ど
の

多
彩
な
活
動
で
、
平
成
11
（
99
）

年
２
月
、
導
入
を
断
念
、
阻
止
さ

せ
ま
し
た
。

　

同
年
１
月
に
は
、
横
浜
市
大
病

院
で
患
者
の
取
り
違
え
事
故
が
起

き
、
患
者
を
誤
っ
た
手
術
し
て
し

ま
う
と
い
う
「
医
療
事
故
」
が
起

き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、

二
人
の
患
者
さ
ん
を
、
手
術
室
直

前
で
、
一
人
の
看
護
師
で
運
ん
だ

こ
と
で
、
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た

も
の
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
も

過
熱
し
、「
医
療
従
事
者
の
責
任
」

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

医
療
関
係
者
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
も

強
ま
り
ま
し
た
。

　

全
厚
労
で
は
、
病
棟
だ
け
で
な

く
外
来
・
手
術
室
で
の
人
員
要
求

基
準
を
定
め
、
人
員
体
制
の
改
善

を
求
め
ま
す
。
ま
た
平
成
13（
01
）

年
に
は
、
医
療
労
組
と
し
て
い
ち

早
く
、
医
療
事
故
に
つ
い
て
の
政

策
提
起
を
行
い
ま
し
た
。
事
故
を

起
こ
し
た
当
事
者
の
責
任
に
矮
小

化
さ
せ
ず
、
事
故
の
教
訓
化
、
再

発
防
止
を
目
的
に
専
門
家
に
よ
る

第
三
者
機
関
「
医
療
事
故
防
止
安

全
委
員
会
」
を
創
設
し
、
安
全
委

員
会
の
届
け
出
で
、
刑
事
免
責
を

受
け
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

政
策
は
「
医
療
事
故　

12
項
目

の
対
策
・
提
言
」
に
ま
と
め
ら
れ
、

当
時
の
全
政
党
に
も
提
言
を
送
り
、

当
時
の
保
守
党
・
公
明
党
・
自
民

党
・
自
由
党
・
共
産
党
・
民
主
党

の
６
党
か
ら
は
意
見
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
の
反
応
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

女
性・母
親
大
会
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

　

平
成
12（
00
）年
の
婦
人
集
会
は
、

「
女
性
集
会
」
と
改
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
母
親
大
会
」
と
も
コ
ラ
ボ
し
、

２
日
目
の
全
体
集
会
は
母
親
大
会

企
画
に
結
集
、
初
日
か
ら
２
日
目

の
分
科
会
は
独
自
に
設
定
す
る
と

い
う
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
集
会
に
は
75
名
が
参
加
、

母
親
大
会
に
は
１
万
５
千
人
が
集

ま
り
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
の
記
念
講

演
で
、
発
展
途
上
国
を
訪
問
さ
れ

た
体
験
談
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
母

親
大
会
は
「
生
命
を
生
み
出
す
母

親
は
生
命
を
守
る
こ
と
を
望
み
ま

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
精
神
が
全
厚

労
女
性
委
員
会
に
も
引
き
継
が
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

青
年
集
会
・

Ｋ
’ｓ  

ｓ
ｔａ
ｉｏｎ　
始
ま
る

　

同
じ
年
、
青
年
集
会
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、「
Ｋ
’ｓ  

ｓ
ｔａ
ｉｏｎ
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
Ｋ
」
は
、

厚
生
連
の
頭
文
字
に
「
感
動
・
希

望
・
心
の
交
流
」
の
総
称
と
し
て
、

名
付
け
ら
れ
、第
１
回
集
会
は
「
星

降
る
高
原
に
集
う
」
を
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
、
長
野
県
の
白
樺
湖
に
72

名
が
参
加
し
て
、
国
立
天
文
台
山

野
辺
宇
宙
電
波
研
究
所
の
研
究
者

の
方
の
講
演
や
、
プ
ロ
の
音
楽
集

団
の
演
奏
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
そ

ば
打
ち
体
験
、
新
聞
づ
く
り
な
ど

を
行
い
、
全
国
の
青
年
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。Ｋ
’ｓ
は
そ
の
後
、

医
労
連
の
全
国
ア
ク
ト
と
交
互
に

開
催
さ
れ
て
、
次
世
代
の
青
年
が

成
長
・
交
流
す
る
取
り
組
み
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。

看
護
師
確
保
法
制
定
の

始
ま
り
は
平
成
元
年

　

１
９
８
０
年
代
半
ば
、
医
療

現
場
で
は
深
刻
な
看
護
師
不
足

か
ら
看
護
職
員
の
健
康
悪
化
が

社
会
的
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
１
９
８
８
年
10

月
、
全
組
合
員
16
万
人
（
当
時
）

を
対
象
に
し
た
「
医
療
労
働
者

の
健
康
実
態
調
査
」（
現
在
の
看

護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
）
を

実
施
。
翌
年
（
平
成
元
年
）
春

に
結
果
を
発
表
し
、
医
療
労
働

者
の
過
酷
な
労
働
実
態
と
健
康

不
安
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
同
年
秋
の
「
白
衣
の

総
行
動
」
で
、
看
護
師
１
３
０

０
人
が
銀
座
を
デ
モ
行
進
（
写

真
２
）、
各
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ

を
大
き
く
報
道
し
国
民
的
な
関

心
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」
が
全
国

に
広
が
り
、
１
９
９
０
年
秋
に

は
46
都
道
府
県
２
万
人
が
参
加

す
る
大
き
な
「
看
護
師
の
想
い

を
の
せ
た
波
」
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。

　

１
９
９
２
年
、
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
で
行
わ
れ
た
「
看
護
師
ふ

や
せ
」
の
請
願
署
名
は
３
年
間

で
５
４
０
万
筆
集
ま
り
、
国
会

を
動
か
し
ま
す
。
署
名
賛
同
議

員
は
２
７
５
人
、
国
会
質
問
は

の
べ
１
５
０
人
が
行
い
、「
複

数
月
８
日
以
内
夜
勤
」
等
を
定

め
た
「
看
護
師
確
保
法
・
基
本

指
針
」
の
制
定
、
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を
実
現
し
ま
し

た
。ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
が
由
来

　

こ
の
よ
う
な
国
民
的
運
動
の

広
が
り
を
背
景
に
、
旧
厚
生
省

は
１
９
９
０
年
、
近
代
看
護
を

築
い
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な

み
、５
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」

と
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
５
月

12
日
を
含
む
週
の
日
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
を
「
看
護
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ま

た
１
９
６
５
年
か
ら
、
国
際
看

護
師
協
会
（
本
部
：
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
）
は
、
こ
の
日
を
「
国
際
看

護
師
の
日
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

看
護
師
の「
９
Ｋ
」が

流
行
語
大
賞
で
銀
賞

　

さ
ら
に
１
９
９
２
年
は
「
日

本
新
語
・
流
行
語
大
賞
」
の
表

現
部
門
で
「
９
Ｋ
」
が
銀
賞
を

獲
得
（
写
真
３
）。「
９
Ｋ
」と
は
、

労
働
環
境
や
作
業
が
「
き
つ

い
」「
汚
い
」「
危
険
」
で
あ
る

職
場
の
事
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
に
し
て
頭
文
字
を
と
り
「
３

Ｋ
」
と
言
い
ま
す
が
、
看
護
師

は
さ
ら
に
「
休
暇
が
と
れ
な

い
」「
規
則
が
き
び
し
い
」「
化

粧
が
の
ら
な
い
」「
薬
に
頼
っ

て
生
き
て
い
る
」「
婚
期
が
遅

い
」「
給
料
が
安
い
」
が
加
わ

看
護
師
の
波
が
要
求
前
進
の
大
き
な
力
！

看
護
師
の
波
が
要
求
前
進
の
大
き
な
力
！

　
５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」
で
す
。「
看
護
の
日
」
や
、「
看
護
師
確
保
法
」
制
定
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
、
１
９
８
９
年
銀
座
で
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
か
ら
今
年
で
31
年
が
経
ち

ま
す
が
、
今
な
お
全
国
各
地
で
そ
の
波
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
に
始
ま
っ

た
運
動
を
令
和
元
年
に
な
っ
た
今
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

っ
た
『
９
Ｋ
』
で
あ
る
と
主
張

し
た
新
語
で
す
。
受
賞
者
は

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
行
動
」
で

当
時
代
表
の
江
尻
尚
子
さ
ん
。

全
医
労
出
身
で
日
本
医
労
連
初

の
女
性
看
護
師
の
委
員
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

実
効
性
の
あ
る

法
整
備
を
訴
え
よ
う

　

１
９
８
９
年
か
ら
始
ま
っ
た

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
は
「
看
護
師

確
保
法
・
基
本
指
針
」
を
制
定

さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
成
果
を

残
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
月

８
日
以
内
」
の
夜
勤
規
制
は

「
基
本
指
針
」
と
い
う
努
力
義

務
で
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
、
実

効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め

に
、
２
０
０
５

年
に
は
医
療
・

介
護
労
働
者
の

大
幅
増
員
を
求

め
る
運
動
を
提

起
。
署
名
に
取

り
組
み
運
動
を

強
め
、
そ
し
て

２
０
０
６
年
秋

に
行
わ
れ
た
東

京
・
日
比
谷
公

園
で
の
中
央
集

会
に
は
５
３
０

０
人
の
医
療
労

働
者
が
参
加
し
、

再
び
大
規
模
な

白
衣
の
銀
座
デ

モ
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
（
写
真

１
）。

　

ま
た
、
看
護
師
確
保
法
の
改

正
な
ど
を
求
め
る
署
名
運
動
も

続
け
ら
れ
、
２
０
０
７
年
の
第

１
６
６
国
会
で
は
、
全
会
一
致

で
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、①
医
療
従
事
者

の
大
幅
増
員
、②
配
置
基
準
を

夜
間
の
患
者
10
人
に
対
し
１
人

以
上
、
日
勤
時
は
患
者
４
人
に

対
し
１
人
以
上
と
す
る
、③
夜

勤
日
数
を
月
８
日
以
内
に
規
制

な
ど
、
看
護
師
確
保
法
等
を
改

正
し
、
法
規
制
を
目
指
す
と
い

う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
い

ま
だ
政
府
は
、
そ
の
作
業
に
着

手
し
て
お
ら
ず
、
国
会
決
議
の

実
行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

看
護
闘
争
を
再
び
大
き
な

国
民
的
運
動
の
波
に
！

　

以
上
の
様
に
１
９
８
９
年
に

始
ま
っ
た
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
は

様
々
な
波
を

起
こ
し
、
医

療
労
働
者
の

労
働
環
境
改

善
を
推
し
進

め
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、

今
日
の
医
療

や
介
護
現
場

は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
よ
る

過
重
労
働
、
過
酷
な
夜
勤
や
長

時
間
労
働
が
蔓
延
し
、
過
労
死

や
医
療
事
故
な
ど
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
今
も
看
護
師
確
保

法
・
基
本
指
針
や
２
０
０
７
年

の
請
願
署
名
採
択
は
そ
の
効
力

を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

を
具
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
し
て
法
整
備
す
る
こ
と

が
、
我
々
医
療
労
働
者
、
そ
し

て
医
療
を
受
け
る
国
民
誰
も
が

願
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
大

幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
」（
図

２
）
で
は
、
労
働
時
間
の
上
限

規
制
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

の
確
保
、
夜
勤
回
数
の
制
限
、

夜
勤
勤
務
者
の
週
労
働
時
間
の

短
縮
、
介
護
施
設
・
有
床
診
療

所
で
の
複
数
夜
勤
体
制
の
義
務

化
を
求
め
て
い
ま
す
。
署
名
の

運
動
を
継
続
し
て
広
げ
る
と
と

も
に
、
今
一
度
マ
ス
コ
ミ
や
全

職
員
、
全
国
民
を
振
り
向
か
せ

る
看
護
闘
争
が
切
望
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
職
場
に

根
ざ
し
た
運
動
と
、「
良
い
看

護
・
医
療
を
し
た
い
」
と
い
う

思
い
を
繋
ぎ
、
大
き
な
国
民
的

運
動
の
波
を
再
び
作
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

（写真２）1989年1300人で銀座デモ行進

（写真１）2006年10･27中央集会

（
図
１
）
看
護
協
会
看
護
の
日
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク　

（写真３）「9K」流行語大賞授賞式の様子

（
図
２
）
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
増
員
署
名

全厚労独自の厚生労働省交渉（平成14年）。
写真右が平成11～20年に書記長だった岩佐さん

オペレッタ「目覚める看護師たち」を公演　平成15年10月

５
月
12
日
は
看
護
の
日

出来事
ナースウェーブ10年目の中央集会（約
5000人が参加）
横浜市大病院の患者取り違え手術が発
生。マスコミ報道が過熱
第13回・幹部看護師集会　12年間で
22県中20組織で「夜勤協定」を獲得
第23回女性集会　名称を「婦人」から
「女性」へ変更
反「合理化」対策会議を開催
病院薬剤師定員問題に関する全国代
表者会議を開催、厚労省交渉を行う
アメリカ同時多発テロ　発生
有事法制の問題が大きくなる。STOP!
有事法制全国集会に全国から参加
文部科学省・厚生労働省と交渉。文科
省とは初交渉
外来・手術室・透析室看護師集会を開催
（静岡）
全厚労「災害マニュアル」を作成
第53回定期大会（秋田）50周年記念
式典を行う
臨床検査技師・放射線技師・透析の看
護師と臨床工学技士の配置基準私案
を厚労省へ提案
秋田・鹿角総合病院から精神科常勤医
師が撤退。市民町民集会が開かれる
50周年企画でスウェーデン、デンマー
クへ医療視察
医師・看護師増やせ集会に5300人。全
厚労は283人が集結
新潟・中越沖地震が発生。刈羽総合病
院が被災
徳島で13年ぶりに白衣デモを開催。愛
知・広島でも実施される
島根・石西厚生連が突然の「破産宣告」。
栃木・塩谷総合病院の移譲先が決定さ
れる

全厚労平成30年史②（1999～2008年頃）

※全厚労ニュースより編集部の独断で抜粋しました

 西暦 平成 月

 1998 10 5

1999 11 1

1999 11 10

2000 12 7

 2000 12 11

 2001 13 3

 2001 13 9

 2002 14 

 2003 15 11

 2004 16 3

 2005 17 1

 2005 17 9

 2005 17 11

 2006 18 3

 2006 18 6

 2006 18 10

 2007 19 7

 2008 20 3

 2008 20 12

全
厚
労・平
成
の
30
年
を
振
り
返
る  

②

　
全
厚
労
平
成
30
年
史
の
２
回
目
は
、
平
成
11（
１
９
９
９
）〜
20（
08
）年
頃
の
運

動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
平
成
最
初
の
10
年
は
大
き
く
運
動
が
飛
躍
し
た
一
方
、

平
成
７（
95
）年
に
当
時
の
日
経
連
（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
02
年
に
経
団
連
と

統
合
）
が
、「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」
を
打
ち
出
し
、
雇
用
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
化
・「
非

正
規
化
」
推
進
や
職
場
の
「
合
理
化
」
が
進
む
中
で
の
労
働
運
動
で
し
た
。

「
合
理
化
」の
動
き
強
ま
り

　
　
　
様
々
な
課
題
に
着
手

「
合
理
化
」の
動
き
強
ま
り

　
　
　
様
々
な
課
題
に
着
手

（3） 2019年５月20日 第468号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2019年５月20日 第468号全 厚 労 ニ ュ ー ス



３
０
名
で
開
催
さ
れ
、
10
年
以
上

の
運
動
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
（
08
）
年
12
月
に
は
、

労
組
と
し
て
医
師
確
保
の
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
石
西
厚
生
連

（
島
根
県
津
和
野
町
、
厚
生
連
発

祥
の
地
と
さ
れ
る
）
で
「
退
職
金

債
務
」
を
理
由
に
し
た
「
破
産
宣

告
」
が
突
如
な
さ
れ
、
翌
年
３
月

末
で
民
間
に
経
営
譲
渡
さ
れ
る
な

ど
、「
厚
生
連
が
な
く
な
る
」
事

態
が
立
て
続
け
に
始
ま
る
時
代
に

向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

地
域
の
医
師
不
足
の

問
題
深
刻
に
。

　

全
体
的
な
医
師
不
足
は
も
ち
ろ

ん
、
特
に
地
方
へ
き
地
で
の
医
師

不
足
は
深
刻
な
状
況
で
し
た
。
平

成
18（
06
）年
２
月
に
は
、
秋
田
の

鹿
角
組
合
病
院
か
ら
精
神
科
の
常

勤
医
師
が
撤
退
す
る
こ
と
が
告
げ

ら
れ
、
支
部
で
は
急
遽
、
運
動
を

立
ち
上
げ
、
３
月
に
は
地
域
住
民

と
と
も
に
「
鹿
角
の
医
療
と
福
祉

を
考
え
る
市
民
町
民
集
会
」
が
２

医
療
費・社
会
保
障
費

抑
制
の
路
線
強
ま
る

　

平
成
３
（
91
）
年
に
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
し
て
以
降
、
経
済
界
か

ら
は
そ
の
中
で
も
利
益
を
上
げ
て

い
こ
う
と
、
経
済
悪
化
の
し
わ
寄

せ
を
労
働
者
、
生
活
者
に
押
し
付

け
よ
う
と
、「
医
療
費
・
社
会
保

障
費
抑
制
政
策
」
が
強
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
介
護
保
険
が
平

成
12
（
00
）
年
か
ら
始
ま
る
な
ど
、

高
齢
者
介
護
の
状
況
も
大
き
く
変

化
し
、
今
で
は
「
加
入
す
れ
ど
、

使
え
な
い
」
と
「
国
家
的
詐
欺
」

と
ま
で
評
さ
れ
て
い
る
の
は
ご
存

じ
の
通
り
で
す
。

　

職
場
の
「
合
理
化
」
の
動
き
に

対
し
て
、
全
厚
労
は
、
平
成
９
年

（
97
）
か
ら
反
「
合
理
化
」
対
策

会
議
を
開
催
し
て
、「
リ
ス
ト
ラ
・

合
理
化
」
反
対
の
闘
い
を
提
起
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
政
府

や
国
会
へ
の
働
き
か
け
も
旺
盛
に

行
い
、「
病
院
薬
剤
師
配
置
基
準
」

「
宿
日
直
許
可
基
準
」
な
ど
個
別

要
求
で
の
厚
労
省
交
渉
や
請
願
署

名
に
よ
る
議
員
要
請
行
動
を
医
労

連
と
も
協
同
し
て
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

医
療
事
故
相
次
ぐ
な
か
、

独
自
の
政
策
提
言
行
う

　

平
成
６
（
94
）
年
、
当
時
の
厚

生
省
は
、
国
立
病
院
で
の
実
働
16

時
間
・
拘
束
17
時
間
半
の
「
長
時

間
２
交
替
制
」
試
行
を
認
め
、
診

療
報
酬
上
の
通
知
も
出
し
ま
す
。

全
医
労
・
医
労
連
を
中
心
に
大
反

対
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
厚

労
で
も
夜
勤
協
定
闘
争
の
典
型
と

な
っ
た
広
島
・
尾
道
総
合
病
院
で
、

赤
字
を
理
由
に
「
長
時
間
２
交
替
」

と
「
人
員
削
減
」
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
厚
労
・
医
労
連
や
地

域
へ
の
署
名
を
３
万
７
千
筆
以
上

集
め
、「
あ
ぶ
ら
と
り
紙
」
の
財

政
活
動
、
マ
ス
コ
ミ
活
用
、
デ
モ
、

対
県
交
渉
、
職
場
オ
ル
グ
な
ど
の

多
彩
な
活
動
で
、
平
成
11
（
99
）

年
２
月
、
導
入
を
断
念
、
阻
止
さ

せ
ま
し
た
。

　

同
年
１
月
に
は
、
横
浜
市
大
病

院
で
患
者
の
取
り
違
え
事
故
が
起

き
、
患
者
を
誤
っ
た
手
術
し
て
し

ま
う
と
い
う
「
医
療
事
故
」
が
起

き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、

二
人
の
患
者
さ
ん
を
、
手
術
室
直

前
で
、
一
人
の
看
護
師
で
運
ん
だ

こ
と
で
、
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た

も
の
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
も

過
熱
し
、「
医
療
従
事
者
の
責
任
」

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

医
療
関
係
者
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
も

強
ま
り
ま
し
た
。

　

全
厚
労
で
は
、
病
棟
だ
け
で
な

く
外
来
・
手
術
室
で
の
人
員
要
求

基
準
を
定
め
、
人
員
体
制
の
改
善

を
求
め
ま
す
。
ま
た
平
成
13（
01
）

年
に
は
、
医
療
労
組
と
し
て
い
ち

早
く
、
医
療
事
故
に
つ
い
て
の
政

策
提
起
を
行
い
ま
し
た
。
事
故
を

起
こ
し
た
当
事
者
の
責
任
に
矮
小

化
さ
せ
ず
、
事
故
の
教
訓
化
、
再

発
防
止
を
目
的
に
専
門
家
に
よ
る

第
三
者
機
関
「
医
療
事
故
防
止
安

全
委
員
会
」
を
創
設
し
、
安
全
委

員
会
の
届
け
出
で
、
刑
事
免
責
を

受
け
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

政
策
は
「
医
療
事
故　

12
項
目

の
対
策
・
提
言
」
に
ま
と
め
ら
れ
、

当
時
の
全
政
党
に
も
提
言
を
送
り
、

当
時
の
保
守
党
・
公
明
党
・
自
民

党
・
自
由
党
・
共
産
党
・
民
主
党

の
６
党
か
ら
は
意
見
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
の
反
応
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

女
性・母
親
大
会
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

　

平
成
12（
00
）年
の
婦
人
集
会
は
、

「
女
性
集
会
」
と
改
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
母
親
大
会
」
と
も
コ
ラ
ボ
し
、

２
日
目
の
全
体
集
会
は
母
親
大
会

企
画
に
結
集
、
初
日
か
ら
２
日
目

の
分
科
会
は
独
自
に
設
定
す
る
と

い
う
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
集
会
に
は
75
名
が
参
加
、

母
親
大
会
に
は
１
万
５
千
人
が
集

ま
り
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
の
記
念
講

演
で
、
発
展
途
上
国
を
訪
問
さ
れ

た
体
験
談
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
母

親
大
会
は
「
生
命
を
生
み
出
す
母

親
は
生
命
を
守
る
こ
と
を
望
み
ま

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
精
神
が
全
厚

労
女
性
委
員
会
に
も
引
き
継
が
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

青
年
集
会
・

Ｋ
’ｓ  

ｓ
ｔａ
ｉｏｎ　
始
ま
る

　

同
じ
年
、
青
年
集
会
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、「
Ｋ
’ｓ  

ｓ
ｔａ
ｉｏｎ
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。「
Ｋ
」
は
、

厚
生
連
の
頭
文
字
に
「
感
動
・
希

望
・
心
の
交
流
」
の
総
称
と
し
て
、

名
付
け
ら
れ
、第
１
回
集
会
は
「
星

降
る
高
原
に
集
う
」
を
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
、
長
野
県
の
白
樺
湖
に
72

名
が
参
加
し
て
、
国
立
天
文
台
山

野
辺
宇
宙
電
波
研
究
所
の
研
究
者

の
方
の
講
演
や
、
プ
ロ
の
音
楽
集

団
の
演
奏
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
そ

ば
打
ち
体
験
、
新
聞
づ
く
り
な
ど

を
行
い
、
全
国
の
青
年
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。Ｋ
’ｓ
は
そ
の
後
、

医
労
連
の
全
国
ア
ク
ト
と
交
互
に

開
催
さ
れ
て
、
次
世
代
の
青
年
が

成
長
・
交
流
す
る
取
り
組
み
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。

看
護
師
確
保
法
制
定
の

始
ま
り
は
平
成
元
年

　

１
９
８
０
年
代
半
ば
、
医
療

現
場
で
は
深
刻
な
看
護
師
不
足

か
ら
看
護
職
員
の
健
康
悪
化
が

社
会
的
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
１
９
８
８
年
10

月
、
全
組
合
員
16
万
人
（
当
時
）

を
対
象
に
し
た
「
医
療
労
働
者

の
健
康
実
態
調
査
」（
現
在
の
看

護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
）
を

実
施
。
翌
年
（
平
成
元
年
）
春

に
結
果
を
発
表
し
、
医
療
労
働

者
の
過
酷
な
労
働
実
態
と
健
康

不
安
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
同
年
秋
の
「
白
衣
の

総
行
動
」
で
、
看
護
師
１
３
０

０
人
が
銀
座
を
デ
モ
行
進
（
写

真
２
）、
各
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ

を
大
き
く
報
道
し
国
民
的
な
関

心
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」
が
全
国

に
広
が
り
、
１
９
９
０
年
秋
に

は
46
都
道
府
県
２
万
人
が
参
加

す
る
大
き
な
「
看
護
師
の
想
い

を
の
せ
た
波
」
へ
と
発
展
し
ま

し
た
。

　

１
９
９
２
年
、
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
で
行
わ
れ
た
「
看
護
師
ふ

や
せ
」
の
請
願
署
名
は
３
年
間

で
５
４
０
万
筆
集
ま
り
、
国
会

を
動
か
し
ま
す
。
署
名
賛
同
議

員
は
２
７
５
人
、
国
会
質
問
は

の
べ
１
５
０
人
が
行
い
、「
複

数
月
８
日
以
内
夜
勤
」
等
を
定

め
た
「
看
護
師
確
保
法
・
基
本

指
針
」
の
制
定
、
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を
実
現
し
ま
し

た
。ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

誕
生
日
が
由
来

　

こ
の
よ
う
な
国
民
的
運
動
の

広
が
り
を
背
景
に
、
旧
厚
生
省

は
１
９
９
０
年
、
近
代
看
護
を

築
い
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な

み
、５
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」

と
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
５
月

12
日
を
含
む
週
の
日
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
を
「
看
護
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ま

た
１
９
６
５
年
か
ら
、
国
際
看

護
師
協
会
（
本
部
：
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
）
は
、
こ
の
日
を
「
国
際
看

護
師
の
日
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

看
護
師
の「
９
Ｋ
」が

流
行
語
大
賞
で
銀
賞

　

さ
ら
に
１
９
９
２
年
は
「
日

本
新
語
・
流
行
語
大
賞
」
の
表

現
部
門
で
「
９
Ｋ
」
が
銀
賞
を

獲
得
（
写
真
３
）。「
９
Ｋ
」と
は
、

労
働
環
境
や
作
業
が
「
き
つ

い
」「
汚
い
」「
危
険
」
で
あ
る

職
場
の
事
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
に
し
て
頭
文
字
を
と
り
「
３

Ｋ
」
と
言
い
ま
す
が
、
看
護
師

は
さ
ら
に
「
休
暇
が
と
れ
な

い
」「
規
則
が
き
び
し
い
」「
化

粧
が
の
ら
な
い
」「
薬
に
頼
っ

て
生
き
て
い
る
」「
婚
期
が
遅

い
」「
給
料
が
安
い
」
が
加
わ

看
護
師
の
波
が
要
求
前
進
の
大
き
な
力
！

看
護
師
の
波
が
要
求
前
進
の
大
き
な
力
！

　
５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」
で
す
。「
看
護
の
日
」
や
、「
看
護
師
確
保
法
」
制
定
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
、
１
９
８
９
年
銀
座
で
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
か
ら
今
年
で
31
年
が
経
ち

ま
す
が
、
今
な
お
全
国
各
地
で
そ
の
波
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
に
始
ま
っ

た
運
動
を
令
和
元
年
に
な
っ
た
今
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

っ
た
『
９
Ｋ
』
で
あ
る
と
主
張

し
た
新
語
で
す
。
受
賞
者
は

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
行
動
」
で

当
時
代
表
の
江
尻
尚
子
さ
ん
。

全
医
労
出
身
で
日
本
医
労
連
初

の
女
性
看
護
師
の
委
員
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

実
効
性
の
あ
る

法
整
備
を
訴
え
よ
う

　

１
９
８
９
年
か
ら
始
ま
っ
た

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
は
「
看
護
師

確
保
法
・
基
本
指
針
」
を
制
定

さ
せ
る
と
い
う
大
き
な
成
果
を

残
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
月

８
日
以
内
」
の
夜
勤
規
制
は

「
基
本
指
針
」
と
い
う
努
力
義

務
で
止
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
、
実

効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め

に
、
２
０
０
５

年
に
は
医
療
・

介
護
労
働
者
の

大
幅
増
員
を
求

め
る
運
動
を
提

起
。
署
名
に
取

り
組
み
運
動
を

強
め
、
そ
し
て

２
０
０
６
年
秋

に
行
わ
れ
た
東

京
・
日
比
谷
公

園
で
の
中
央
集

会
に
は
５
３
０

０
人
の
医
療
労

働
者
が
参
加
し
、

再
び
大
規
模
な

白
衣
の
銀
座
デ

モ
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
（
写
真

１
）。

　

ま
た
、
看
護
師
確
保
法
の
改

正
な
ど
を
求
め
る
署
名
運
動
も

続
け
ら
れ
、
２
０
０
７
年
の
第

１
６
６
国
会
で
は
、
全
会
一
致

で
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、①
医
療
従
事
者

の
大
幅
増
員
、②
配
置
基
準
を

夜
間
の
患
者
10
人
に
対
し
１
人

以
上
、
日
勤
時
は
患
者
４
人
に

対
し
１
人
以
上
と
す
る
、③
夜

勤
日
数
を
月
８
日
以
内
に
規
制

な
ど
、
看
護
師
確
保
法
等
を
改

正
し
、
法
規
制
を
目
指
す
と
い

う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
い

ま
だ
政
府
は
、
そ
の
作
業
に
着

手
し
て
お
ら
ず
、
国
会
決
議
の

実
行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

看
護
闘
争
を
再
び
大
き
な

国
民
的
運
動
の
波
に
！

　

以
上
の
様
に
１
９
８
９
年
に

始
ま
っ
た
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
は

様
々
な
波
を

起
こ
し
、
医

療
労
働
者
の

労
働
環
境
改

善
を
推
し
進

め
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、

今
日
の
医
療

や
介
護
現
場

は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
よ
る

過
重
労
働
、
過
酷
な
夜
勤
や
長

時
間
労
働
が
蔓
延
し
、
過
労
死

や
医
療
事
故
な
ど
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
今
も
看
護
師
確
保

法
・
基
本
指
針
や
２
０
０
７
年

の
請
願
署
名
採
択
は
そ
の
効
力

を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

を
具
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
し
て
法
整
備
す
る
こ
と

が
、
我
々
医
療
労
働
者
、
そ
し

て
医
療
を
受
け
る
国
民
誰
も
が

願
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
大

幅
増
員
・
夜
勤
改
善
署
名
」（
図

２
）
で
は
、
労
働
時
間
の
上
限

規
制
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

の
確
保
、
夜
勤
回
数
の
制
限
、

夜
勤
勤
務
者
の
週
労
働
時
間
の

短
縮
、
介
護
施
設
・
有
床
診
療

所
で
の
複
数
夜
勤
体
制
の
義
務

化
を
求
め
て
い
ま
す
。
署
名
の

運
動
を
継
続
し
て
広
げ
る
と
と

も
に
、
今
一
度
マ
ス
コ
ミ
や
全

職
員
、
全
国
民
を
振
り
向
か
せ

る
看
護
闘
争
が
切
望
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
職
場
に

根
ざ
し
た
運
動
と
、「
良
い
看

護
・
医
療
を
し
た
い
」
と
い
う

思
い
を
繋
ぎ
、
大
き
な
国
民
的

運
動
の
波
を
再
び
作
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

（写真２）1989年1300人で銀座デモ行進

（写真１）2006年10･27中央集会

（
図
１
）
看
護
協
会
看
護
の
日
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク　

（写真３）「9K」流行語大賞授賞式の様子

（
図
２
）
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
増
員
署
名

全厚労独自の厚生労働省交渉（平成14年）。
写真右が平成11～20年に書記長だった岩佐さん

オペレッタ「目覚める看護師たち」を公演　平成15年10月

５
月
12
日
は
看
護
の
日

出来事
ナースウェーブ10年目の中央集会（約
5000人が参加）
横浜市大病院の患者取り違え手術が発
生。マスコミ報道が過熱
第13回・幹部看護師集会　12年間で
22県中20組織で「夜勤協定」を獲得
第23回女性集会　名称を「婦人」から
「女性」へ変更
反「合理化」対策会議を開催
病院薬剤師定員問題に関する全国代
表者会議を開催、厚労省交渉を行う
アメリカ同時多発テロ　発生
有事法制の問題が大きくなる。STOP!
有事法制全国集会に全国から参加
文部科学省・厚生労働省と交渉。文科
省とは初交渉
外来・手術室・透析室看護師集会を開催
（静岡）
全厚労「災害マニュアル」を作成
第53回定期大会（秋田）50周年記念
式典を行う
臨床検査技師・放射線技師・透析の看
護師と臨床工学技士の配置基準私案
を厚労省へ提案
秋田・鹿角総合病院から精神科常勤医
師が撤退。市民町民集会が開かれる
50周年企画でスウェーデン、デンマー
クへ医療視察
医師・看護師増やせ集会に5300人。全
厚労は283人が集結
新潟・中越沖地震が発生。刈羽総合病
院が被災
徳島で13年ぶりに白衣デモを開催。愛
知・広島でも実施される
島根・石西厚生連が突然の「破産宣告」。
栃木・塩谷総合病院の移譲先が決定さ
れる

全厚労平成30年史②（1999～2008年頃）

※全厚労ニュースより編集部の独断で抜粋しました

 西暦 平成 月

 1998 10 5

1999 11 1

1999 11 10

2000 12 7

 2000 12 11

 2001 13 3

 2001 13 9

 2002 14 

 2003 15 11

 2004 16 3

 2005 17 1

 2005 17 9

 2005 17 11

 2006 18 3

 2006 18 6

 2006 18 10

 2007 19 7

 2008 20 3

 2008 20 12

全
厚
労・平
成
の
30
年
を
振
り
返
る  

②

　
全
厚
労
平
成
30
年
史
の
２
回
目
は
、
平
成
11（
１
９
９
９
）〜
20（
08
）年
頃
の
運

動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
平
成
最
初
の
10
年
は
大
き
く
運
動
が
飛
躍
し
た
一
方
、

平
成
７（
95
）年
に
当
時
の
日
経
連
（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
02
年
に
経
団
連
と

統
合
）
が
、「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」
を
打
ち
出
し
、
雇
用
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
化
・「
非

正
規
化
」
推
進
や
職
場
の
「
合
理
化
」
が
進
む
中
で
の
労
働
運
動
で
し
た
。

「
合
理
化
」の
動
き
強
ま
り

　
　
　
様
々
な
課
題
に
着
手

「
合
理
化
」の
動
き
強
ま
り

　
　
　
様
々
な
課
題
に
着
手
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。３
月
号
の
答
え
は
「
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
」で
、

当
選
倍
率
は
３
・
２
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
計
10
名
当
選
）
で
し
た
。

モ
ン
パ
チ
ラ
イ
ブ
！

や
っ
ぱ
り
平
和
が一番
！

　

先
日
、十
数
年
ぶ
り
に

モ
ン
パ
チ（
モ
ン
ゴ
ル
８
０

０
）の
ラ
イ
ブ
に
旦
那
さ

ん
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。

気
持
ち
は
高
校
生
に
戻

り
、
は
し
ゃ
ぐ
私
。
し
か

し
、
身
体
は
30
代…

。で

も
、
周
り
を
見
渡
せ
ば
、

同
じ
世
代
の
方
ば
か
り
。

な
ん
だ
か
、と
て
も
心
が

救
わ
れ
て
、歳
な
ん
て
関

係
な
く
騒
ぎ
ま
し
た
。モ

ン
パ
チ
に
は
、
平
和
の
唄

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
難
し

い
問
題
だ
け
れ
ど
も
、若
い
世
代
か
ら

親
し
み
を
持
っ
て
学
べ
る
歌
詞
が
沢
山

あ
り
ま
す
。そ
う
や
っ
て
考
え
ず
に
モ
ン

パ
チ
の
曲
を
聴
く
だ
け
で
も
歌
詞
は
心

に
染
み
る
は
ず
!!
こ
れ
か
ら
も
モ
ン
パ

チ
愛
、な
ん
く
る
な
い
さ
〜
精
神
で
頑

張
り
ま
す
!!
今
年
は
、苔
玉
の
ガ
ジ
ュ
マ

ル
の
木
は
育
て
ま
せ
ん
が…

。 

（
Ｓ
Ｎ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　長厚労北信総合病院支部に勤務する髙嶋洋
子さんを紹介します。
　看護師として就職し、昨年４月より、長厚
労北信支部の労働組合専従として勤務し、元
気に日々の活動に情熱を注いでいます。
　まじめな性格でとても明るく、時に厳しい
こともポロリと言ってしまいますが、面倒見
がよいので後輩からも慕われ、支部役員や長
厚労本部書記局からも頼りにされています。
　これからは長厚労を支える若手のリーダー
として、運動の先頭に立って活躍してくれる
と思います。

　徳厚労書記局に昨年10月より事務専従として
採用された井上奈月さんを紹介します。
　井上さんは９月まで医療とは全く関係のない金
融機関で働いていました。その時の経験を生かし、
パソコンや経理等をテキパキとこなし日々の事務
処理を行っています。
　まだ数ヶ月しか経っておらず、なれない組合用
語や医療用語に悪戦苦闘しながら一日も早く組合
員の皆さんの期待に応えられるよう奮闘中です。
　プライベートではディズニーとカラオケが大好
きな井上さん!!
　全国の集会等で見かけることがありましたら、
皆さん優しく声をかけてくださいね。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第141回は長野と徳島にお願い
しました。

頑張る仲間

長野　髙嶋洋子さん

徳島　井上奈月さん

だんぜん安い
掛け金で ワイドな保障！

病
気
・
ケ
ガ

月掛金2,400円で
入院（１日～180日） 日額10,000円
休業（1日～90日） 日額5,000円
 病気・ケガ休業は連続5日以上のとき1日目から保障。

死亡 100万円
★契約内容の詳しくは、リーフレットをご覧ください。

組合員のための共済制度です

退
職
後
も

継
続
で
き
ま
す

1日だけの
入院OK!

セット共済７型 医療上積16口

セット共済 入院・休業・
死亡・障害を補償

+

い  ろう れん きょう  さ    いフリーダイヤル

0120-160931

ご相談・お問い合せは
お気軽に労働組合の
共済担当者まで

みんなでつくる 大きな安心

Ⓡ

　

今
回
の
１
面
で
は
青
年
部
の
交
流
会
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
県
で
交
流
会
が

開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

縦
の
繋
が
り
も
大
事
で
す
が
、
横
の
繋
が
り
も

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。              

（
富
山
）

――
同
世
代
の
仲
間
が
い
る
と
悩
み
の
相
談
な
ど

も
し
や
す
い
で
す
よ
ね
。
職
種
や
支
部
を

越
え
て
交
流
で
き
る
の
は
、
組
合
の
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
、
交

流
の
輪
が
広
が
れ
ば
、
私
も
心
強
い
で
す
。

（
Ｋ
Ｔ
）

　

４
月
に
な
り
新
人
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
。
新

人
さ
ん
か
ら
見
て
ど
ん
な
先
輩
に
見
え
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
新
人
だ
っ
た
頃
、
お
世
話

に
な
っ
た
先
輩
の
よ
う
に
な
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。笑　
　

                     

（
三
重
）

――
新
人
だ
っ
た
頃
、〝
あ
ん
な
事
言
う
先
輩
に

は
な
り
た
く
な
い
！
〞と
思
って
い
て
も
、
そ

の
年
代
に
な
る
と
、
自
分
が
言
わ
れ
た
事

同
様
に
言
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
…
。「
あ

の
頃
」
に
振
り
か
え
る
時
間
も
大
事
と
感

じ
ま
し
た
。　　
　            　
　
（
Ｓ
Ｎ
）

　

団
交
に
行
こ
う
！
を
読
み
ま
し
た
。
私
が
労

組
の
委
員
と
し
て
活
動
し
た
時
に
『
ベ
ア
を
と

ら
な
い
と
ダ
メ
だ
』
と
公
言
し
て
い
る
方
を
思

い
出
し
ま
す
。
今
回
の
徳
厚
労
の
活
躍
凄
い
で

す
ね
！
当
た
り
前
が
一
番
大
切 

の
文
字
に
納

得
し
ま
し
た
。     　

                   　
（
静
岡
）

――
そ
う
で
す
ね
。
近
年
診
療
報
酬
削
減
で
医

療
界
は
ベ
ア
取
れ
て
ま
せ
ん
が
、
要
求
し
続

け
る
事
が
大
切
（
当
た
り
前
）
だ
と
思
い

ま
す
。                                 （
Ｋ
Ｕ
）

　
「
団
交
に
行
こ
う
！
」を
読
ん
で
、
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
心
情
だ
け

で
は
勝
ち
取
れ
な
い
要
求
を
、組
合
役
員
の
方
々

の
協
力
や
励
ま
し
で
実
現
し
た
と
は
。
本
当
に

組
合
と
は
、
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。   

（
富
山
）

――
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合

員一人一人
の
声
が
組
合
活
動
の
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
！
！
団
交
だ
け
で
な
く
、
組

合
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る
た

め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｓ
Ｂ
）

　

４
月
も
始
ま
り
数
日
が
経
ち
、
新
た
な
面
々

も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
達
に

つ
き
、
色
々
教
え
て
も
ら
っ
て
る
姿
を
み
る
と

数
年
前
の
私
の
姿
に
被
り
ま
す
。
わ
た
し
も
初

心
忘
る
べ
か
ら
ず
で
今
年
も
頑
張
り
ま
す
！

                             

（
三
重
）

――
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た
以
上
の
事
を
伝
え

ら
れ
た
ら
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
新
人
が
早

く一人
前
に
な
れ
ば
自
分
た
ち
の
負
担
も
減

り
ま
す
。
お
互
い
さ
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
！　
　
　
　
　
　               （
Ｙ
Ｓ
）

スマホからすべて投稿できます★

クロスワードの投稿もQRコードからできます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事

項です。投稿数に応じてポイントが貯まります。
今年度からハガキでもポイントが貯まります☆

右のＱＲコードから全厚労ホームページ
を開き、「資料・データ」のページから過
去の全厚労ニュースを見る事が出来ます。
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